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研究成果の概要（和文）：　本課題の成果は大きく、以下の三点にまとめられる。第一に、本課題は合計9回の
フィールド・ワークにより中国、ロシア、インド三国の地方政治を理解するための一次データを蓄積した。第二
に，フィールド・ワークによる基礎データの蓄積の上に立ち、三国比較研究の視点から，いくつかの概念化を試
みた。この概念化作業により、従来の一国主義的な地方政治研究が無意識のうちに見逃してきた各地域の政治的
特質に新たに光を当て、汲み取ることが可能になった。第三に、三国の地方政治に関する生データと幾つかの概
念化の結果を、大学での教学の場を借りて社会的還元を行うことに努めた。

研究成果の概要（英文）：This study achieved the following: First, through a total of nine fieldtrips
 that we conducted in China, Russia, and India, we accumulated first-hand micro data regarding local
 political life in the three countries. Second, based on profound grass-root field information, we 
re-discovered and conceptualized specific features of rural political life, which preceding area 
studies solely dealing with one country have largely omitted. Third, we attempted to diffuse the 
above-mentioned research findings through academic lectures in Japanese university courses.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本プロジェクトは，先行する科研費新学術

領域研究「ユーラシア地域大国の比較研究」
(平成 20-24 年度)の第二班(内政班)の研究成
果を重要な踏み台として，それをさらに発展
させようとするものである。新学術領域研究
の成果の日本語部分は，ミネルヴァ書房より
全 7 巻のシリーズ本として刊行済であり，内
政班の成果、『ユーラシア地域大国の統治モ
デル』もその一冊を占める。 
ロシア，中国，インドを中核とする「ユー

ラシア地域大国」は，現在の世界情勢のなか
では，米国一極秩序やＥＵ主導の国際秩序へ
の挑戦者という立場に立つ国々である。すな
わち，これらの地域大国は，一定の経済力・
軍事力と近隣諸国への影響力を有するが，政
治的自立性，後発成長性，半周縁性などで特
徴付けられる国々である。それらはまた，強
者の論理としての国際社会の規範，自由化，
民主主義，核拡散防止などに対して一定の距
離を置くという共通性を有してもおり，三国
の比較分析は現代の世界を理解するための
枠組みを提出するという意味で，非常に意義
深い課題である。 
このような重要性にもかかわらず，中・

露・印三国を対象とする学術的研究は，一国
単位での地域研究を深めることに集中する
一方で，本格的な比較研究はほぼ皆無であり，
上記の新学術領域研究が世界の地域研究に
おいても初めての試みであった。当然ながら，
地方政治という領域の比較に関しても同様
の状況がみられた。従来，中国、ロシア、イ
ンドの地方政治の比較にかかわる代表的な
作品としては，ムーア (Moore, B., Social 
Origins of Dictatorship and Democracy, 
1966) 、 バ ー ン ス タ イ ン (Bernstein, T., 
Leadership and Mobilization in the 
Collectivization of Agriculture in China 
and Russia: A Comparison, 1971)，スコッチ
ポ ル (Skocpol, T., States and Social 
Revolutions: A Comparative Analysis of 
France, Russia, and China, 1979)，スミス
(Smith, S.A., Revolution and the People in 
Russia and China: A Comparative History, 
2008)などがあげられるが，いずれも広義の
「革命」の歴史的プロセスに関心を寄せてお
り，同時代の地方政治を扱おうとするもので
はない。あるいは中国とインドの草の根政治
の比較を企図した稀有な試みとして，モハン
ティ等編による著作 (Mohanty, M. et al., 
Grass-roots Democracy in India and China: 
the Right to Participate, 2007)があるが，全
体として中国を扱った章とインドを扱った
章が並列した論文集となっており，実際の比
較分析に乏しく，従来の地域研究に付きまと
いがちな局限性を体現している。いずれにせ
よ，実際の現地調査を土台とした三国地方政
治の本格的比較研究は，本課題構成メンバー
自身によって先鞭をつけられたばかりであ

り，今後さらに深化・発展していく余地は大
きい。 
次に，ユーラシア地域大国の，とりわけ農

村部にかかわる地方政治に焦点を当てるこ
との意義であるが，これは本課題の副題に掲
げた三層の分析視角にそのまま重なるもの
である。 
 
(1) 「社会政策」の受け皿としての地方政治: 

三国はいずれも国内に広大な農村部を
抱える。そして農村部の地域社会は概し
て一国の中の社会的弱者(貧者，高齢者，
障害者，被差別民，宗教的マイノリティ
ー)が多く居住する場である。ここから，
弱者を含めた諸アクターへの利益再分
配の最前線を担う地方政治とは，各国の
目指す格差解消，社会的安定とガバナン
ス能力の向上に大きく影響するファク
ターであり，これを研究することは，農
村開発の実践的な観点からしても重要
である。 

(2) 「地方自治」の現場としての地方政治: 
三国は形式的にはいずれも地方におけ
る「自治」制度を実施している。これら
は一見して，普遍的な価値としての民主
主義を志向するかに見えるが，各国の地
方自治は，実は非常に個性的であり，「地
方自治体」としての地方政治・地域社会
は，一国のめざす固有の価値意識を端的
に反映する現場に他ならない。おなじ地
方自治の枠組みで括られる制度が，それ
ぞれの社会的文脈に絡め取られていく
様を，実際の地方政治の動態を手がかり
にして読み解くのは，三国の政治的な個
性を浮き彫りにする上で極めて有意義
な作業であろう。 

(3) 「政党政治」の足腰としての地方政治: 
三国では，一党独裁の中国，多党制のイ
ンドを両極として，非常にユニークな政
党政治が展開している。インドとロシア
においては，地域社会のまとまりは選挙
競争においては時として集票マシーン
として機能し，一国の政治システム全体
を支えている。その様相を具体的な地方
レベルに視線を据えて観察し比較する
ことは，一国の政治システムを理解する
うえで有益である。また中国農村の現状
を説明する際にも，政党間競争が「存在
しない」点に着眼して農村社会における
中国共産党の役割を説明することは，こ
れまで看過されてきたポイントだけに
重要である。 

 
以上，ユーラシア地域大国が勃興しつつあ

るなかで、現在進行形の地方政治を比較分析
することの重要性が明らかである。しかし、
現時点ではそれを可能にするだけのフィー
ルド・データの集積と理論化作業はまだ着手
されたばかりであり，いわば萌芽状態にある。
以上の認識から，本課題の立案に至った。 



 
２．研究の目的 
 
中・露・印三国は，米国を頂点とするよう

な画一的，均質的な政治・経済・社会・文化
などの発展のあり方に対して異議を唱える
存在である。本課題は，ユーラシア地域大国
としての中国，ロシア，インドを，欧米を中
心とする世界秩序に対する新しい三つの極
として位置づけつつ，先行する一国主義的地
域研究がなしえなかった「多極的な政治発展
モデルの提示」が研究成果の最たるものであ
る。各国住民の日常生活に最も密着した農村
部の「地方政治」の観点からアプローチする。
その際に，①社会政策，②地方自治，③政党
政治という三層の視角から意識的に比較分
析を行うことで，一国主義的地域研究では看
過されがちな三国の新しい政治的特質，およ
び三国が打ち出している価値意識を抽出す
る。この目的のために，三国それぞれを専門
とする三人の地方政治研究者が，自らの専門
地域以外の二国に重点をおいて集中的なフ
ィールド・ワークを実施し，ミクロ・データ
の集積・共有と相互啓発を行う。 
 
３．研究の方法 
 
本課題は中国・ロシア・インドという三地

域の地方政治について、中国，ロシア，イン
ド三国の地方政治を専門とする三人の地域
研究者が、主として自らの本来の専門地域以
外の二つの国で現地調査を行うという方法
を採用した。 
方法的な特色は二つが挙げられる。第一に、

「コミュニティ・スタディ」である。すなわ
ち、現地の政治現象を、現地の社会的・文化
的コンテキストから切り離すことなく、むし
ろ現象をコンテキストの中で丸ごと記述す
べく、参与観察やインタビューを主眼として
データを収集したことである。 
第二に、「比較研究」である。従来，地域

研究者が専門外の地域に踏み込んで研究活
動を行うことを阻んできたのは，土地勘と人
脈の欠如，言語の障壁などの諸問題であった。
そうした意味から，本プロジェクトの三人体
制は，地域研究の障壁を除去し，実りのある
比較研究を可能にするために，ぜひとも必要
なものである。①本プロジェクトの研究代表
者，分担者の三名はいずれも長期にわたり，
自らの専門地域において基層にまで踏み込
んだ研究を積み重ねてきており，地域言語に
精通するとともに，現地社会に広い人脈を築
いている。②三名は政治学ないしは社会学と
いうディシプリンの面でも接点が多く，地方
政治や地域社会を舞台としたフィールド・ワ
ークの経験を持つことから，共通の問題意識
から三国の比較を行ううえでの照準がすで
に定まっているといえる。③三名は先行する
新学術領域研究「ユーラシア地域大国の比較
研究」の内政班においてもすでに共同研究を

行った実績をもつ。以上のように，本課題の
研究体制は機動性の高い少人数でありなが
ら，比較研究のメリットを最大限に引き出す
ことを可能にするものである。 
 
４．研究成果 
 
 本課題の成果は大きく、以下の三点にまと
められる。 
第一に、本課題は，コミュニティ・スタデ

ィを通じ，三国の地方政治・社会を理解する
ための一次データを蓄積した。研究期間内の、
メンバーによるフィールド・ワークの実施状
況は、以下のとおりである。 
 
1. 2013 年 8－9 月、ロシア・タタルスタン゛

調査(田原) 
2. 2014 年 4－6 月、インド・テランガナ調

査(田原) 
3. 2014 年 7 月、ロシア・タンボフ調査(田

原) 
4. 2014 年 8 月、ロシア・ダゲスタン調査(中

溝・松里) 
5. 2015 年 8 月、中国・山東/江西調査(中溝・

田原) 
6. 2016 年 1 月、中国・雲南調査(松里) 
7. 2016 年 3 月、ロシア・タタルスタン調査

(田原) 
8. 2017 年 1-2 月、インド・西ベンガル調査

(松里) 
9. 2017 年 2-3 月、アブハジア調査(松里) 

 
第二に，フィールド・ワークによる基礎デ

ータの蓄積の上に立ち、さらに比較研究のメ
リットを生かすことで，非欧米型の地方政治
システムを「中国モデル」，「ロシア・モデル」，
「インド・モデル」として提示すべく、いく
つかの概念化を試みた。その一つとして、「社
会政策」「地方自治」「政党政治」の複雑な絡
まり合いを集約的に表した「村落」のリーダ
ーシップを、中国における “principal / 
bystander” (経営者/傍観者)、ロシアにおける
“faithful agent” (忠実な代理人)、インドにお
ける“competitive client” (競争的な顧客)とし
て対比的に概念化を行った。この概念化作業
により、従来の一国主義的な地方政治研究が
無意識のうちに見逃してきた各地域の政治
的特質に新たに光を当て、汲み取ることが可
能になったと考える。 

第三に、三国の地方政治に関する生データ
と幾つかの概念化の結果を、大学での教学の
場を借りて社会的還元を行うことに努めた。
例えば研究代表者の田原は、2016 年度の東
京大学教養学部後期課程の講義「比較村落ガ
バナンス論─中国・ロシア・インドの基層社
会」において、三国の村ガバナンスを支える
農村リーダーと三領域の資源─政府・市場・
コミュニティ─の動態について、本課題によ
る知見をふんだんに盛り込んだ議論を展開
した。 
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